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～明日の人材を育てる教育文化のまちづくり～

与謝野町の教育
平成 29 年度

与謝野町では、京都府教育振興プラン並びに与謝野町教育大綱を踏まえ、豊か
な自然と歴史にはぐくまれた「ふるさと与謝野」が持つ様々な特色を活かした与
謝野町ならではの教育を進めるとともに、自信と思いやりにあふれ、創造的に未
来を開拓する人材を育てる教育を推進します。

与謝野町教育大綱における教育理念（人間像）

世界中の国や地域で、自らの責務を果たすことができ、
自信と思いやりにあふれ、創造的に未来を開拓する精神をもつ人間をはぐくむ

夏には完成予定！加悦中学校
平成 26 年度に着工した加悦中学校の改築工事。

現在、校舎と体育館は完成しており、生徒の皆さんは真新しい学校で、勉強に、部活動にと励んでい

ます。平成 29 年度は、校舎周辺の整備を行い、夏には、全ての事業が完了する予定です。

学校教育
学校教育課　☎ 0772-43-9025 ／子育て応援課　☎ 0772-43-9024

子どもたちの確かな「まなび」を育てます取組２ 子どもたちの確かな「まなび」を育てます取組２
①	 指導方法の工夫改善に努め、子どもたちにとって「よくわかる」「まなぶ意欲」につながるよう	

授業を進めます。

②	 その学年で、身に付けなければならない学力の充実に努めます。

③	 学習のルールや友だちとの豊かなつながりをはぐくみ、確かな「まなび」を深めます。

④	 心や体を豊かに育てる読書・音楽・スポーツ活動等を進めます。

⑤	 障害のある子どもたちの、個々に応じた特別支援教育を進めます。

・一人ひとりの子どもに応じた「まなび」の充実を図るとともに、人間関係づくりを学ぶ機会や場を設定し、社
会的自立に向けた教育活動を進めます。
・障害種別に応じた学級を設置し、発達課題に応じた教育活動を進めます。	
（知的障害学級、自閉症・情緒障害学級、通級指導教室）

⑥	 中学校ブロック単位を中心に、子どもたちの「まなび」を保育所（園）、幼稚園・認定こども園、小学校・

中学校が、相互に連携強化を推進します。

⑦	 家庭や地域社会とつながる中で、子どもたちの基本的な生活習慣や学習習慣をはぐくみ、子どもたちの「ま

なび」を支えます。

岩滝小学校
（外国語学習の授業）

市場小学校
（小学校と小学校の連携授業）

与謝小学校
（学力システム開発校の授業）

岩滝小学校
（保幼小連携の取組）

市場小学校
（家庭学習および読書活動の取組）

与謝小学校
（ＩＣＴ機器を使った視覚支援の授業）

与謝野町に誇りを持てる子どもたちを育てます取組１
①	 ふるさとの自然、歴史や伝統、文化などの地域の特色を生かした与謝野町ならではの教育を社会教育と	

連携して取り組みます。

・俳句を扱った学習や、伝統産業・歴史をテーマにした学習を進めます。
・川や海をテーマにした学習や、社会科副読本「わたしたちの与謝野町」を活用したふるさと学習を進めます。
・職業体験学習や、地域人材を活用した学習を進めます。

与謝野町に誇りを持てる子どもたちを育てます取組１

加悦中学校
「ふるさと学習」

（俳句・短歌ウォーキング）

橋立中学校
（天橋立百人一首の取組）

桑飼小学校
「ＴＡＮＧＯ魅力伝え隊」
（古墳から私たちまで）

 - 特集 -  与謝野町の教育

特 集



5　広報よさの MAY 2017 4

特色ある学校づくりを進めます取組５
平成28年度重点校の取り組み　※	各校ごとに特色ある学校づくりを進めます

①	 加悦小学校	

「授業の構造化及びユニバーサルデザイン化によるすべての児童の学力向上を目指して」 
　「先生は自分のことをよくわかってくれる」「自分のいいところを伸ばそうとしてくれる」「授業が分らない時、
助けてくれる」など、すべての子どもたちにとって参加しやすく、分かりやすい授業についての指導と環境づ

くりに取り組みました。

②	 三河内小学校	

「チャレンジ３～教師のチャレンジ・児童のチャレンジ・家庭もチャレンジ～」 
　読書活動の推進を切り口に、家庭・地域との連携を大切にした取組を進めました。子どもたちの言語や感性
を豊かに育み、家庭でのより良い生活習慣や学習習慣が定着する取組を家庭と連携し行いました。

③	 石川小学校	

「石川で育つ　誇りと自信」 
　すべての学年が保育所に行って、園児に読み聞かせの取組を行いました。石川小学校と保育所が一つになっ
て育っていくことを大切にし、園児の目線に合わせて、楽しく丁寧に読み聞かせを行いました。

④	 山田小学校	

「自主的な家庭学習の取組」 
　自分の苦手な学習内容を克服し、難しい問題にも挑戦する力を育てるため、学年に応じた自主学習の取組を
行いました。また、廊下にも自分の課題に応じて自主的に学習できる学習環境を整え、「プリント倉庫」も設置
しました。

⑤	 加悦中学校	

「福祉教育の取組」 
　誰もが安心して豊かに暮らせる社会を実現するために、課題解決に参画する姿勢を培うことを目的にして、

「車いす体験」などの福祉体験学習に取り組みました。
⑥	 橋立中学校「俳句・短歌の取組」 

　与謝蕪村の母の故郷として伝えられる与謝野町、日本三景の一つである天橋立をはじめとした豊かな故郷。
「天橋立百人一首」の取組のほか、豊かな故郷の自然を題材とした俳句を生徒や保護者にも作品を募り、優秀作
品は学校フェンスに掲げ、郷土愛醸成の心を育てる取組を行いました。

三河内小学校 石川小学校加悦小学校

加悦中学校 橋立中学校山田小学校

安心・安全な学級、学校（園）づくりを進めます取組３
①　人権教育を教育活動の基盤に据え、一人一人の子どもたちが大切にされる教育を社会教育と連携して	

進めます。

②　道徳教育を充実させ、教育活動全体を通して心の教育を推進します。

③　友だちと仲良く助け合い、安心して過ごせる学級、学校（園）づくりに取り組みます。

・日常的に子どもたちの理解を深め、適切な指導に努めます（不登校児童生徒の解消等）。
・子どもたち個々の学級、学校生活の満足度調査を実施し、集団の規律やルールの確立を進め、安心・安全な学級、
学校づくりを進めます。
・いじめ調査を定期的に実施するとともに、いじめの解決に向けた取り組みを進めます。
・情報機器に関するルールやマナーを指導し、情報モラルの育成に努めます。

山田小学校
（災害発生を想定した訓練）

江陽中学校
（あいさつ運動の取組）

かえでこども園
（交通安全指導）

三河内幼稚園
（交通安全指導）

新学習指導要領に向けての取組取組４
①　新学習指導要領の実施に向けた取組を進めます。

　　※	小学校：平成32年度、中学校：平成33年度　全面実施

・小学校英語教育の取組を進めます。
・特別の教科「道徳」の取組を進めます。
・イングリッシュキャンプを実施します（社会教育課主管）。

 - 特集 -  与謝野町の教育
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社会教育
社会教育課　☎ 0772-43-9026

スポーツを通した成長を応援します取組３
①	 町民一人ひとりが生涯にわたり、年齢や適性に応じて｢いつでも、どこでも、いつまでも｣運動やスポー

ツに親しむことができる環境を整えます。またスポーツ推進委員による平成28年度考案の「よさのひま

わり体操」の普及に努めます。

②	 あらゆる世代がスポーツを通して、心身の健康や競技力向上が図れるように、様々な事業に取り組みます。

・総合型地域スポーツクラブへの支援　・体育協会およびジュニアスポーツ連絡協議会への支援
・いきいきウォーキングの実施　　　　・町民へのスポーツ指導、研修会への参加　等
③	 関係団体と連携しながらスポーツ事業の推進に取り組みます。

・よさの大江山登山マラソン大会　　・駅伝競走大会　　・各種スポーツ大会　等

ニュースポーツの普及目的とした
ニュースポーツ大会

競技力向上を目指す
生涯スポーツ指導者研修会

健康を目的とした
ウォーキングイベント

よさの大江山登山マラソン大会

子どもたちの確かな「まなび」を育てます取組２ 文化財の保護、調査・研究、活用をします取組４
①	 文化財には、建物・祭り・技術・遺跡などの様々な分野があります。その中でも貴重な文化財を後世に引

き継ぐために、指定し保護しています。

②	 各分野の調査・研究を実施し、新たな知見で地域の歴史文化を紐解きます。

・遺跡調査	 	 ・文献資料調査	 	 ・伝承伝説調査	
・民俗調査	 	 ・建物調査	 	 ・美術工芸品調査　等

③	 歴史的建物や史跡など文化財を整備活用し地域の歴史文化をまなぶ機会を	

提供します。

・旧尾藤家住宅（加悦：京都府指定）	 	 ・地蔵山遺跡（幾地：京都府指定）
・蛭子山古墳・作山古墳群（明石：国指定）		 ・各分野の講演会、学習会　等

後野の屋台行事 滝のツバキ与謝野町加悦伝統的建造物群保存地区

発掘調査（滝谷古墳群）

ガラスの腕輪
（大風呂南 1号墓）

三河内の曳山行事

子どもたちの健全育成を支えます取組１
①　青少年育成会の活動や公民館での活動を通し、学校教育と連携しながら子どもたちの健全育成に	

努めます。

・青少年育成会での活動　　　　・公民館における青少年健全育成の取組　　　　・ＰＴＡでの活動　等

②　子どもたちに様々な体験活動の場を提供するとともに、学習活動への支援を行います。

・公民館における各種体験講座などの取組	 	 ・放課後学習支援事業、夏休み等における宿題教室
・ふるさとを知る取組の実施　等

様々な思いを述べた子ども発表会ふるさと「よさの」を知ろう
※エコキッズの様子

様々な「まなび」や文化活動を進めます取組２
①　だれにとっても身近で大切な「人権」について学習を深めていきます。

・人権問題を考える集いの開催		 	 ・標語、ポスター、作文の募集
・公民館における人権講座の開催　等

②　図書資料のさらなる充実を目指すとともに、絵本の読み聞かせやブックスタートなど、本に親しむ活動に

も取り組みます。

・絵本の読み聞かせの実施	 	 	 ・図書資料の充実　等

③　生涯にわたる様々な場面での学習を支援するとともに、文化の香りあふれる町を目指します。

・生涯学習講座の開催
・文化祭、ミュージックフェスタ等の開催
・高齢者、障害者教育の充実　等

④　地域ゆかりの与謝蕪村や与謝野鉄幹・晶子への理解を深め、	

郷土への誇りを醸成します。

・与謝野町俳句大会	 	 	 	 ・平成Buson俳句大賞
・小中高等学校俳句教室	 	 	 ・江山文庫の運営　等

文化協会も設立 10周年
※記念コンサートの様子

江山文庫での吟行句会の様子生涯学習講座

楽しいお話し会

 - 特集 -  与謝野町の教育
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間
に
起

き
、
1
日
の
始
ま
り
に
は
太
陽
の
光
を
浴
び

る
な
ど
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
、「
う
つ
」

の
よ
う
な
症
状
に
な
る
五
月
病
・
・
・
。

「
や
る
気
は
あ
っ
て
も
体
と
気
持
ち
が
つ
い
て
い
か
な
い
」「
周
囲

か
ら
は
や
る
気
が
な
さ
そ
う
に
見
ら
れ
て
し
ま
う
」・
・
・
今
回
は
そ

ん
な
五
月
病
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

五
月
病
は
誰
で
も
患
っ
て
し
ま
う
可
能

性
の
あ
る
症
状
で
す
。
ま
た
五
月
病
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
た
い
て
い
の
人
は
時

間
の
経
過
と
と
も
に
本
来
の
自
分
を
取
り

戻
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、中
に
は
「
適
応
障
害
」
や
「
う

つ
病
」
に
移
行
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。
予
防
法
、
対
処
法
を
試
し
て
み
て

症
状
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
に
専
門
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。「
慣
れ
れ
ば
治
る
」
と
軽
く
み

ず
に
、
自
分
の
体
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳

を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
周
囲
に
五
月
病
の
疑
い
が
あ
る

人
が
い
る
と
き
は
、
無
理
に
励
ま
し
た
り

せ
ず
、
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
な
ど
し
て
見

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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がんばってます！消防団 編集 ● 消防団本部

　平成 29 年度与謝野町消防団辞令交付式が４月２日、岩滝保健センターで開催され、新班長、新係長をはじめ 11 人の
新入団員に団長から辞令が手渡されました。新入団員を代表して、宮﨑基嘉団員が「不公平並びに偏見をさけ、何人も恐
れず良心に従って忠実に消防の義務を遂行することを厳粛に誓います。」と宣誓し、消防団員としての新たなスタートを
きりました。その後、優良消防団員表彰「日本消防協会長表彰 精績章」が田

た な か
中 譲

ゆずる
本部付分団長へ伝達されました。

平成 29年度辞令交付式

消
防
団
支
援
隊
委
嘱
式

消
防
団
の
現
状
は
、
年
々
団

員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
行

す
る
中
、
特
に
平
日
日
中
の
火

災
へ
の
出
動
が
危
惧
さ
れ
て
お

り
、
住
民
の
安
全
を
守
る
消
防

団
活
動
に
お
い
て
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
平

成
23
年
４
月
に
与
謝
野
町
消
防

団
支
援
隊
が
発
足
し
、
今
回
改

め
て
次
の
方
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
支
援
隊
は
火
災
の
際

に
協
力
い
た
だ
き
、
速
や
か
な

火
災
現
場
へ
の
出
動
を
目
的
に

結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

新入団員を代表して宣誓を行う宮﨑団員

新入団員紹介（敬称略）

【ひまわりふれ愛隊】
谷
た に だ

田　美
み な

奈
【加悦第１分団】

野
の ぐ ち

口　治
は る き

樹
【加悦第３分団】

渋
しぶたに

谷　達
たつろう

郎
【野田川第２分団】

平
ひ ら の

野　雅
ま さ や

也

【野田川第３分団】
加
か と う

藤　晋
しんぺい

平
堀
ほ り い

井　祥
しょうへい

平
【岩滝第３分団】

宮
みやざき

﨑　基
もとよし

嘉
糸
い と い

井慎
し ん た ろ う

太朗
田
た な か

中　皓
こ う じ

詞
小
こ お く

奥　翔
しょうへい

平

【岩滝第４分団】
植
う え だ

田悠
ゆ う た ろ う

太郎

【岩滝第１分団】
澤
さわ

田
だ

　浩
こう

一
いち

白
しら

須
す

　祥
しょう

介
すけ

白
しら

数
す

　隆
たか

博
ひろ

【岩滝第４分団】
　石

いし
出
で

　 但
ただし

　高
たか

橋
はし

　由
よし

明
あき

　永
なが

濵
はま

　知
とも

洋
ひろ

　四
し み や

宮　雅
まさはる

晴（新任）

支援隊員紹介（敬称略）
委員の皆
さんです

優良消防団員表彰を受け取る田中本部付分団長植田団長から辞令を受ける新班長

平成 29 年度全国統一防火標語 「火の用心　ことばを形に　習慣に」
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こ んにちは！ミシェルです。先日、母が私を訪ね
て来日しました。アメリカに住む母とはめった

に会えないため、来てくれてとても嬉しかったです。私
は、私が大好きな日本を同じように母にも好きになって
欲しいと思い、母がどうすれば日本を楽しみ、好きに
なってくれるか考えました。母はアメ
リカの織物会社で働いており、プライ
ベートでも縫い物を趣味としていま
す。また、食べることも大好きです！
そこで、私は旅行の行程を日本の着物
文化と食文化を紹介する内容にして母
を「おもてなし」することにしました。 
　最初に、東京でスカイツリーを観光し
た後に浅草寺に行きました。東京は人
が本当に多いところですが朝早くに出
発したのでとても静かで美しい朝を体験することができま
した。途中、道に迷ってしまいましたが多くの方がとても
親切に道を教えてくれました。母は日本の着物をとても気
に入り、レンタルするだけでなく 4 着も買っていました！ 
　次に、京都市の料理教室で巻き寿司、野菜のてんぷ
ら、みそ汁等の作り方を習いました。寿司を作るの
は職人になったようで楽しかったですが、母はてん
ぷらが 1 番おいしいと言っていました。料理教室の
先生は作った料理の素材や歴史を丁寧に説明してく

れ、料理を通じて日本文化を勉強することができま
した。また、料理教室ではありませんが、母はコン
ビニの「おにぎり」のラッピング方法と種類の多さ
に感動し、帰国まで毎日おにぎりを買っていました。 
　最後に、与謝野町でちりめん街道と丹後ちりめん歴

史館を観光し、丹後ちりめんにつ
いて勉強しました。母は日本の機
織り機の仕組みや絹織物に大変感動
していました。その後、天橋立で
美しい景色を見るためにケーブル
カーに乗りました。ここでも多くの
方が、乗り場が分からなくて困っ
ていた私たちを助けてくれました。 
　母は日本をとても気に入り、また
来たいと言って帰国しました。旅行

が終わってみると、私は母を「おもてなし」するつもり
が実際には私たちが多くの日本人に「おもてなし」され
ていたことに気づきました。道に迷ったときや困ったと
きはいつも誰かが困っている私たちを助けてくれまし
た。日本文化も素晴らしいですが、日本人の優しさと気
づかいこそ外国人が日本を好きになる理由だと思います。 
　私たちを助けてくれた人々のように、今度は私が誰か
困っている人を「おもてなし」できるようになりたいと思
いました。

母と和食作りを体験しました！（右が筆者）

A L Tリレーコラム ［第 72 回 母と初めての日本 by ミシェル・ビューロー］	 COLUMN

上
山
田
地
区
公
民
館
は
、
区
民

が
気
軽
に
集
い
、
ふ
れ
あ
い

の
場
と
な
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
に
行
っ
た
主
な
公
民
館
講

座
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

◆
春
の
桜
ま
つ
り 

　
４
月
、
中
縄
児
童
公
園
に
て
桜
ま
つ

り
を
開
催
。
風
に
舞
う
花
吹
雪
を
観
な

が
ら
好
評
の
ぼ
た
餅
の
振
舞
い
を
食
し

て
、
更
に
盛
り
上
が
れ
ば
カ
ラ
オ
ケ
で

も
い
か
が
で
す
か
。
和
や
か
な
雰
囲
気

で
ふ
れ
あ
え
る
行
事
で
す
。 

        

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

　
６
月
、
今
回
で
15
回
目
に
な
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
野
田
川
森
林
公

園
で
開
催
し
ま
し
た
。６
月
と
は
い
え
、

す
で
に
夏
の
日
差
し
で
す
。
汗
を
流
し

て
、
元
気
に
交
流
親
睦
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

◆
文
化
財
探
訪
研
修
会 

　
昨
年
度
は
、９
月
に
宇
治
の
国
宝「
平

等
院
」
と
「
万
福
寺
」
を
拝
観
、
11
月

に
は
世
界
文
化
遺
産
「
東
寺
」
へ
、
秋

の
特
別
拝
観
で
歴
史
的
文
化
財
に
触
れ

公民館訪問	［ 第43回　上山田地区公民館 ] 

て
き
ま
し
た
。
梅
小
路
の
「
京
都
鉄
道

博
物
館
」
で
は
近
代
の
鉄
道
遺
産
に
も

触
れ
て
の
充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。 

     

◆
世
代
間
交
流
麻
雀
大
会 

　
２
月
、
今
回
で
58
回
目
の
開
催
を
数

え
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
20
才
代
の

若
者
と
70
、
80
才
代
の
年
輩
者
が
同
じ

卓
に
向
か
い
、
麻
雀
と
い
う
ツ
ー
ル
で

交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
非
常
に
意

味
あ
る
企
画
で
す
。 

◆
冬
場
の
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

　
同
じ
く
２
月
、
今
回
が
初
め
て
の
行

事
で
、
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
を
地
元
長
寿

会
さ
ん
に
協
力
頂
き
実
現
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
、
小
学
生
と
長
寿
会
さ
ん
と

の
交
流
が
で
き
て
い
ま
す
。 

      　
今
後
も
、
区
民
の
皆
様
と
一
緒
に
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
、
地
域
が
更
に

盛
り
上
が
っ
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

春の桜まつりの様子

囲碁ボール大会 「東寺」を訪問

人気の本は？

図書館へ行こう！  BOOKS

図書館で、昨年４月１日から今年３月31日までに、142,088冊の本が貸し出され
ました。この１年間で、たくさん借りられた本のベスト５を紹介します。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館	☎ 46-2451　加悦分室	☎ 43-0376　野田川分室	☎ 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

一般書 ●『手放す風水』林秀靜／宝島
社	●『どこまでやるか、町内会』紙屋高
雪／ポプラ社	●『女子の給料＆職業図鑑
』給料ＢＡＮＫ／宝島社	●『草の辞典』
森乃おと／雷鳥社	●『がんを寄せつけな
いからだを作る命の食事最強レシピ』南

雲吉則／ワニブックス	●『覚えておこう応急手当』加藤啓一
／少年写真新聞社	●『天上の葦	全2巻』太田愛／ＫＡＤＯＫ
ＡＷＡ	●『ぼくの死体をよろしくたのむ』川上弘美／小学館	
●『成功者Ｋ』羽田圭介／河出書房新社	●『今ひとたびの、
和泉式部』諸田玲子／集英社	●『出会いなおし』森絵都／文
藝春秋	●『孤独論』田中慎弥／徳間書店

今月の
新着図書

	 児童書 ●『たまごにいちゃんとたまごねえちゃん』あきやま
ただし／鈴木出版	●『ゆうかんな３びきとこわいこわいかい
ぶつ』スティーブ・アントニー／徳間書店	●『生きる』谷川
俊太郎／福音館書店	●『恐竜トリケラトプスとアルゼンチノ
サウルス』黒川みつひろ／小峰書店	●『くろねこトミイ』神
沢利子／復刊ドットコム	●『ニュース年鑑2017』池上彰／ポ
プラ社	●『天の川のラーメン屋』富安陽子／講談社	●『どこ
までも生きぬいて』水谷修／ＰＨＰ研究所	●『服部半蔵』加
来耕三／ポプラ社	●『ブナの絵本』大久保達弘／農山漁村文
化協会	●『ワクワクお花屋さん気分』今野政代／六耀社	●『
ネコの家庭教師』南部和也／福音館書店	●『あたしのクオレ
全2巻』ビアンカ・ピッツォルノ／岩波書店

■日時	 ５月26日（金）	※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■お問い合せ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む
第 61 回「自動車とお文」

　　図書館おはなし会

[ 本　館 ]	６月	３日（土）午後３時～
[加　悦 ]	５月 13日（土）午前10時 30分～
[野田川 ]	５月 20日（土）午前10時 30分～
	 （紙芝居の日）

１位『火花』

又吉直樹／文芸春秋
２位『人魚の眠る家』

東野圭吾／幻冬社
３位『羊と鋼の森』

宮下奈都／文芸春秋
４位『コンビニ人間』

村田沙耶香／文芸春秋
５位『海の見える理髪店』

荻原浩／集英社

１位『かいけつゾロリのきょうふのカーレース』

原ゆたか／ポプラ社
２位『かいけつゾロリやせるぜ！ダイエット大さくせん』

原ゆたか／ポプラ社
３位『かいけつゾロリちきゅうのさいごの日』

原ゆたか／ポプラ社
４位（同）『かいけつゾロリのめいたんていとうじょう』

原ゆたか／ポプラ社
４位（同）『ひみつのきもちぎんこう』

ふじもとみさと／金の星社

１位『どんぐりむらのほんやさん』

なかやみわ／学研教育出版
２位（同）『くれよんのくろくん』

なかやみわ／童心社
２位（同）	『妖怪温泉』

広瀬克也／絵本館
４位『ちか100かいだてのいえ』

いわいとしお／偕成社
５位『すーべりだい』

鈴木のりたけ／ＰＨＰ研究所　ほか4冊

１位『オレンジページ』

オレンジページ
２位『こどものとも』

福音館書店
３位『クロワッサン』

マガジンハウス
４位『ESSE』

（株）フジテレビジョン
５位『婦人公論』

中央公論新社

●	一	般	書 ●	児	童	書 ●	絵　本 ●	雑　誌
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●祝 日本遺産登録　300 年を紡ぐ絹が織り成す丹後ちりめん回廊

「丹後ちりめん」が日本遺産に認定
４月２８日、文化庁より「３００年を紡ぐ絹が織り成
す丹後ちりめん回廊」が日本遺産に認定されました。
この認定で、２０２０年に迎える「丹後ちりめん」創
業３００年の弾みとなり、丹後地域の織物の歴史や文化
を活用した観光誘客、織物産業の振興を進めるなど丹後
ちりめんに係る地域全体の活用性に向けての起爆剤とな
ることが期待されます。
日本遺産とは、地域の歴史的魅力や特色を通じて、我
が国の文化・伝統を語る物語（ストーリー）を日本遺産
（Japan	Heritage）として文化庁が認定しています。

与謝野町を代表する丹後ちりめんの地「ちりめん街道」 恒例の千本づきを披露

●第 27 回 滝の千年ツバキまつり

千年ツバキの迫力に包まれました
４月 16 日、ツバキ公園・ちんざん前広場で「滝の千
年ツバキまつり」が開催されました。千年ツバキの前で
は、ツバキ説明員による解説が行われ訪れた人たちは千
年ツバキへの関心を高めていました。また、ちんざん前
広場から千年ツバキまでの山道をコースとしたウォーキ
ングスタンプラリーも行われ、来場者たちは汗を流しな
がら約 1.5 ㎞の道のりを楽しみました。ちんざん前広場
には多くの出店が並んだほか、恒例の千本づきも行われ
来場者にはつきたてのお餅が振舞われました。

●しだれ桜 お花見会

古代と現代をつなぐお花見会
４月９日、与謝野町立古墳公園（明石区）で「しだれ
桜	お花見会」が開催されました。前日から花開いたし
だれ桜によって、いつもとは違う雰囲気に彩られた古墳
公園では、町内生産農家などによるフードコーナー、じゃ
んけん大会、「社	堂奥太鼓（舞鶴市）」による和太鼓の
演奏や古墳時代を彷彿させる衣装に身を包んだ与謝野町
民族楽器の会による演奏がイベントを盛り上げました。
春の陽気とはいかない天候の中、提供された暖かい食
材に、来場者は身も心も温かくなるお花見となりました。

咲き誇る桜を背に、見事な演奏を披露する「社 堂奥太鼓」の奏者

●雲岩公園つつじ祭

満開のつつじを楽しみました
４月９日、岩屋区の雲岩公園で「雲岩公園つつじ祭」
が開催されました。祭の当日はあいにくの雨となり、予
定されていた岩屋おどりや双龍隊によるヨサコイなどの
催し物は中止となりましたが、多くの出店が並び来場者
は、満開に咲くツツジを見ながらの食事と山頂からの景
色を楽しみました。また、昨年から始められた日没後の
ツツジのライトアップイベントでは、ライトに照らされ
た美しいツツジの花々が幻想的な雰囲気をつくりだし、
訪れた人たちを魅了していました。

雲岩公園内に咲いたつつじと桜を楽しむ来場者

　 民 生 児 童 委 員 だ よ り

民生委員 ･児童委員は
身近な相談相手です

与謝野町民生児童委員協議会では、民生児童委員だよりを
とおして民生児童委員、主任児童委員の活動を紹介します。
新しい体制で活動を始めた今回は、各支部長より活動を紹
介します。

委
員
は
幼
児
・
児
童
に
つ
い
て
対

応
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
近
く
の
民
生
児
童
委

員
・
主
任
児
童
委
員
に
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

災
害
時
の
支
援

加
悦
支
部
長
　
横よ
こ
た
に谷

　
秀ひ
で

樹き

私
た
ち
民
生
児
童
委
員
の
活
動

の
一
つ
と
し
て
、
地
震
・
台
風
・

津
波
・
原
発
事
故
な
ど
の
災
害
に

備
え
る
取
り
組
み
の
な
か
で
、
災

害
弱
者
と
さ
れ
る
方
々
へ
の
支
援

活
動
が
あ
り
ま
す
。

与
謝
野
町
地
域
防
災
計
画
の
な

か
で
う
た
わ
れ
て
い
る
、
高
齢
の

方
・
要
介
護
認
定
さ
れ
た
方
・
障

害
を
お
も
ち
の
方
な
ど
、
災
害
発

生
時
に
一
人
で
は
避
難
が
難
し
い

と
思
わ
れ
る
方
々
を
要
支
援
者
と

し
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
要
支
援

者
台
帳
の
整
備
や
、
避
難
行
動
要

支
援
者
登
録
制
度
に
基
づ
き
要
支

援
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
安
全
に
避

難
誘
導
す
る
避
難
支
援
者
登
録
の

お
手
伝
い
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
一
連
の
取
り
組
み
は
、

町
・
区
・
町
内
会
・
班
の
連
携
が

不
可
欠
で
、
と
り
わ
け
隣
近
所
同

士
の
助
け
合
い
の
精
神
が
そ
の
土

台
と
な
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
民

子
ど
も
に
関
す
る
支
援

野
田
川
支
部
長
　
阿あ

路じ

川か
わ

　
正ま
さ
か
ず和

今
年
は
民
生
委
員
制
度
創
設 

１
０
０
周
年
、
児
童
委
員
制
度
創

設 

70
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

少
子
化
や
社
会
の
変
化
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
課
題
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
等
に
よ
る
メ
ー

ル
や
ゲ
ー
ム
依
存
、
虐
待
、
い
じ

め
、
不
登
校
な
ど
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貧
困
が

子
ど
も
の
学
力
差
に
つ
な
が
っ
い

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
は
環
境
の
動
物
で
あ
り
、

社
会
の
動
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て
は
大
人
の
責
任
で
す
。

す
べ
て
の
民
生
委
員
は
児
童
委
員

を
兼
ね
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
登
校
の
見

守
り
、
学
校
と
の
懇
談
、
保
育
所

等
の
行
事
参
加
、
子
育
て
支
援
活

動
な
ど
で
す
が
、
町
の
福
祉
課
や

子
育
て
応
援
課
な
ど
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
課

題
の
早
期
発
見
・
早
期
解
決
に
努

め
て
い
ま
す
。
と
く
に
主
任
児
童

見
守
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
充
分
な
こ
と
は
で
き
な
く

て
も
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、

身
に
寄
り
添
っ
て
親
身
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
皆
さ

ん
ひ
じ
ょ
う
に
元
気
で
、
屈
託
な

く
接
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
私
自

身
が
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
間
で
は
、
高
齢
者
と
い
え
ば

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
社
会
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
方
が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
と
し
て
、
こ
う

い
っ
た
方
の
支
援
を
し
た
り
、
逆

に
支
え
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方

に
も
積
極
的
に
寄
り
添
い
、
よ
り

良
い
社
会
生
活
が
送
れ
る
よ
う

日
々
、
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

生
児
童
委
員
は
そ
の
つ
な
ぎ
役
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
与
謝
野
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
立
ち
上
げ
た
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
参
画
も
活

動
の
一
つ
で
す
。
災
害
発
生
後
に

全
国
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
連
携
し
組

織
体
制
を
つ
く
り
、
被
災
し
た
町

内
各
地
区
か
ら
の
要
請
を
集
約
し

て
、
組
織
だ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
し
て
、
町
内
の
被
災
者
支

援
を
適
切
に
す
す
め
る
一
翼
を
担

う
も
の
で
す
。

私
た
ち
民
生
児
童
委
員
は
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
安
心
し
て

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
町
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
見
守
り

岩
滝
支
部
長
　
糸い
と

井い

　
志し

郎ろ
う

「
高
齢
」。
こ
の
言
葉
は
今
ま

で
の
自
分
に
は
関
わ
り
が
な
く
、

ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
高
齢
者
の
仲
間
に

入
っ
て
い
る
自
分
を
自
覚
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
民
生
児
童
委
員
と
し

て
高
齢
者
の
ご
家
庭
を
訪
問
し
た

り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
の

新
民
生
委
員･

児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す

平
成
28
年
12
月
28
日
付
け
で

細ほ
そ
み見
久ひ
さ
と登
さ
ん
（
温
江
）
と
平
成

29
年
４
月
１
日
付
け
で
東

と
う
が
き垣
惠け
い
こ子

さ
ん
（
主
任
児
童
委
員
・
加
悦
全

域
）
が
、
厚
生
労
働
大
臣
、
京
都

府
知
事
か
ら
新
た
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で

で
す
。

民
生
委
員･

児
童
委
員
の

主
な
活
動

▼ 

子
育
て
世
帯
の
仲
間
づ
く
り

▼ 

関
係
機
関
へ
の
連
絡

▼ 

い
じ
め
、
児
童
・
高
齢
者
等
の

虐
待
防
止

▼ 

声
か
け
・
安
否
確
認

▼ 

介
護
の
相
談

▼ 

高
齢
者
向
け
給
付
金
世
帯
へ

の
訪
問

▼ 

地
域
の
安
全
見
守
り

▼ 

ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
等
の
見

守
り
活
動

▼ 

福
祉
情
報
の
提
供

主
任
児
童
委
員
の主な

活
動

▼ 

主
に
児
童
に
関
す
る
こ
と



町 政  News & Information

地域における協力に関する協定について
与謝野町内郵便局および宮津郵便局 問　防災安全課 ☎ 43-9011

平
成
29
年
４
月
１
日
、
与
謝

野
町
と
与
謝
野
町
内
郵
便
局
お

よ
び
宮
津
郵
便
局
は
、
地
域
に

お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
的
と
し
、
与
謝
野
町
内

郵
便
局
お
よ
び
宮
津
郵
便
局

が
、
町
内
に
お
け
る
業
務
中
、

高
齢
者
等
の
異
変
、
道
路
等
の

異
状
、
不
法
投
棄
が
疑
わ
れ
る

廃
棄
物
等
を
発
見
し
た
場
合

に
、
与
謝
野
町
に
情
報
を
提
供

す
る
協
力
の
内
容
を
定
め
た
も

の
で
す
。

両
者
は
、
今
後
も
地
域
に
お

い
て
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
づ
く
り
の
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

暖かくなり、海や川へ釣りやボート
で遊びに行く機会も増えてきますが、
一方で水の事故が多発します。

マリンレジャーを楽しまれる際に、
事故が発生したり、目撃したときは、
迷わず、素早く「118 番」へ通報し
ましょう。

問	舞鶴海上保安部 ☎ 0773-76-4120

海のもしもは 118番 子育て世代包括支援センターを設置しました
問　子育て応援課 ☎ 43-9024
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お気軽にご相談ください
行政相談委員 問　住民環境課 ☎ 43-9030

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

　
４
月
１
日
付
け
で
、
総
務

大
臣
か
ら
岡お

か
も
と本

道み
ち
こ子

さ
ん

（
岩
滝
）、堀

ほ
り
ぐ
ち口

卓た
く
や也

さ
ん（
弓

木
）
が
行
政
相
談
委
員
に
再

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
と
は
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、

任
期
は
２
年
で
す
。

　
国
や
独
立
行
政
法
人
な
ど

の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
尋
ね
た
い
こ
と
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
国
へ
の
要
望

を
お
聞
き
し
て
、
そ
の
解
決

の
促
進
を
図
り
、
行
政
運
営

の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
所
・

心
配
ご
と
相
談
所

　
当
町
で
は「
行
政
相
談
所・

心
配
ご
と
相
談
所
」
と
し
て
、

毎
月
３
回
定
例
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
５
月
の
日

程
等
は
、
下
記
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

岡本道子さん（再任）堀口卓也さん（再任）

５月の行政相談所・心配ごと相談所

開設日・場所

■ ５月 18 日（木） 社協野田川支所
■ ５月 25 日（木） 加悦商工会事務所
■ ６月 12 日（月） 岩滝ふれあいセンター
※ 時間はいずれの日も午後１時から午後３時までです。

地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、

妊
娠･

出
産
・
就
学
前･

就
学
後

の
子
育
て
に
お
け
る
切
れ
目
の
な

い
き
め
細
や
か
な
支
援
を
提
供
す

る
拠
点
と
し
て
「
与
謝
野
町
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

子
育
て
応
援
課
内
に
設
置
し
ま
し

た
。
様
々
な
手
続
き
や
相
談
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
利
用
で
き
る
拠
点

と
し
、細
や
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
環
境
と
し
て
の

保
育･

教
育
現
場
へ
の
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
子
ど
も
の
発
達
保
障

と
健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

■	

事
業
お
よ
び
支
援
内
容

母
子
健
康
手
帳
お
よ
び

妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
の
交
付

保
健
師
が
母
子
手
帳
と
妊
婦
健

康
診
査
受
診
券
を
お
渡
し
す
る
と

き
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
妊
娠
・

出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
を

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
た
情
報
提

供
や
、
継
続
的
な
相
談・訪
問
（
妊

婦
、
赤
ち
ゃ
ん
）
を
保
健
課
と
連

携
し
て
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

妊
娠･

出
産･

子
育
て
に
関
す
る

相
談･

教
室

● 

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
プ
レ
マ
マcafé

助
産
師
・
保
健
師
相
談

野
田
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
に
臨
め
る
よ
う
、
保

健
師
・
助
産
師
に
よ
る
相
談
支
援

（
母
乳
相
談
な
ど
）
を
定
期
的
に

行
い
ま
す
。

●  

プ
レ
マ
マ
と
マ
マ
の
歯
科
教
室

加
悦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
年
４
回
、
歯
科
指
導
と

助
産
師
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま

す
。

児
童・家
庭
相
談
（
ク
ロ
ー
バ
ー
ル
ー
ム
）

子
育
て
に
関
す
る
ど
ん
な
悩
み

で
も
、
臨
床
心
理
士
等
に
相
談
で

き
ま
す
。

養
育
困
難
家
庭
・
生
活
困
窮
家
庭
等

学
習
・
生
活
支
援
事
業

京
都
府
や
福
祉
課
と
連
携
し
、

養
育
困
難
・
生
活
困
窮
家
庭
等
に

対
し
て
学
習
・
生
活
支
援
を
行
い

ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
各
種
手
続
き

子
育
て
支
援
医
療
、
ひ
と
り
親

等
福
祉
医
療
、未
熟
児
養
育
医
療
、

育
成
医
療
、
児
童
手
当
、
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
、
母
子
家
庭
奨

学
金
、
障
害
児
通
所
、
療
育
手
帳

等
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
保
障
・

健
全
育
成
の
た
め
の
事
業

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
、
ひ
ま

わ
り
ノ
ー
ト
事
業
、
年
中
児
発
達

サ
ポ
ー
ト
事
業
、
専
門
職
に
よ
る

巡
回
相
談
事
業
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
し
て
の
悩
み
や
不

安
等
、
一
人
で
抱
え
ず
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電
話
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
子
連
れ

の
方
に
も
優
し
い
、「
キ
ッ
ズ
コ

ー
ナ
ー
」
も
新
設
し
ま
し
た
。

問　
与
謝
野
町
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・９
０
２
４与謝野町子育て世代包括支援センター

キッズコーナー（子育て応援課内）

ふるさと納税ありがとうございました

■	坂根　信一	様
　私の大切な生まれ故郷です。活気が
あって、生き生きした町であってほしい
と願っています。

■	小西　茂久	様
　京都縦貫道の開通で、アクセスが大変
良くなっていました。与謝野町（歴史や
伝統工芸）の良さを伝える術もスムーズ
になるのではないかと感じています。
　「ほのぼの」とする古都北部の田舎の
良さを上手く活用して、ご当地の活性化
を促す一部として、役立てていただける
と幸いです。

■	匿　名
　自然豊かな良い町だと思います。遠方
のためなかなか帰省できませんが、田園
風景がこれからも残っていてほしいと思
います。

■	匿　名
　世界に発信できる人材を育ててほしいです。

■	増田　昌子	様
　与謝野町を素敵な町にしてください。

■	後藤　幸恵	様
　松並木がきれいに見える地の利を生か
して、観光振興を期待します。

■	杉岡　秀紀	様
　府北部の中でもキラっと輝くまちであ
り続けてください。そのためには人「財」
育成がもっとも重要です。

■	渋谷　秀隆	様
　生まれ育った明石を応援しています！

■	匿　名
　家族とともに、与謝野町を訪問できれ
ばとてもうれしいと思っています。

■	匿　名
　住民自治実現のための、ささやかでは
ありますがお手伝いさせていただきたい
と思います。

　	ふるさと納税いただいた方々から

与謝野町へのメッセージが届いています

いただいたご寄付は目的に沿って活用します

平成 28 年度（平成 28 年４月～平成 29 年３月）は、のべ 1,368 人の方から 35,558,000 円のふるさと納税寄附金
をいただきました。いただいたご寄付は目的に沿って活用します。

■	塩見　貴之	様
　私の父の「ふるさと」です。久しぶり
に訪れましたが、これからもすばらしい
自然を守ってほしいと願います。

■	船倉　翔一朗	様
　都市にいると「田舎」の好さが身に染み
ます。与謝野には「暮らし好い田舎」とし
て永く存続してほしいと願っています。

■	匿　名
　妻の出身地です。思い入れもあり、こ
れからも暮らしやすい町であって欲しい
です。

■	匿　名
　同じ京都府民です。少しでも活性化に
繋がりますように。

■	匿　名
　ふるさと納税を機に、定年したら、一
度与謝野町を訪問したいと、夢が膨らみ
ました。
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お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

平成 29年３月末現在

まちのうごき

人　口	22,403 人（ー160）
　男　	10,682 人（ー64）
　女　	11,721 人（ー96）
世帯数	 9,094 戸（－２）

※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、３月 16 日から４月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場	
　☎ 43-9000（代表）
総務課
　☎ 43-9010	
防災安全課	
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎	
　☎ 43-9001（代表）
税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会	学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会	社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

訂正とお詫び

『広報よさの 4 月号』
（No.134）において誤
植がございました。謹
んで訂正しますととも
に、以下の通り訂正し
てお詫びいたします。

■ P ２
「展開のポイント」部分
正しくは、「安心安全」
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問　観光交流課 ☎ 43-9016

地域おこし協力隊通信 21
ツバキエリア担当　原田美帆隊員

こ
ん
に
ち
は
、
与
謝
野
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
第
１
号
の

原
田
美
帆
で
す
。
も
う
す
ぐ
移

住
か
ら
丸
２
年
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
織
物
を
中
心
と

し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
与
謝
野
町
に
来
る
前
か

ら
目
指
し
て
き
た
「
イ
ン
テ
リ

ア
テ
キ
ス
タ
イ
ル
」
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

「
本
当
の
オ
ー
ダ
ー
カ
ー

テ
ン
を
作
ろ
う
」。
そ
れ
は

２
０
１
１
年
、
突
然
頭
に
浮
か

ん
だ
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。
オ
ー

ダ
ー
カ
ー
テ
ン
と
い
う
と
、
既

製
の
生
地
を
選
ん
で
窓
の
寸
法

に
あ
わ
せ
縫
製
す
る
と
い
う
の

が
一
般
的
で
す
が
、
私
の
目
指

す
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
は
生
地
か

ら
施
主
と
相
談
し
て
作
り
上
げ

ま
す
。
窓
や
そ
の
部
屋
、
そ

こ
か
ら
見
え
る
景
色
は
ひ
と
つ

と
し
て
同
じ
も
の
が
な
く
、
住

む
人
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
大
切

な
要
素
。
そ
れ
ら
を
丁
寧
に
観

察
し
、
施
主
の
思
い
や
世
界
観

を
す
く
い
取
り
、
結
び
つ
け
る
。

大
好
き
な
動
物
や
植
物
、
風
景

が
窓
に
広
が
っ
て
部
屋
全
体
が

豊
か
な
物
語
に
包
ま
れ
る
、
そ

ん
な
空
間
を
提
案
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
と
大
学
院
で
彫

刻
を
学
び
、
特
に
大
学
院
で

は
「
家
族
」
を
テ
ー
マ
に
設
定

し
、
家
の
中
に
あ
る
風
景
や
記

憶
を
モ
チ
ー
フ
に
制
作
し
ま
し

た
。
洗
濯
物
が
は
た
め
く
勝
手

口
、
壁
紙
の
し
み
、
窓
か
ら
差

し
込
む
光
、
ゆ
れ
る
カ
ー
テ

ン
。
家
族
と
の
思
い
出
や
関
係

と
と
も
に
思
い
出
さ
れ
る
風
景

は
、
と
て
も
愛
お
し
い
も
の
で

し
た
。
卒
業
後
は
イ
ン
テ
リ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
戸

建
て
住
宅
の
内
装
設
計
を
手
掛

け
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
家
族
に

出
会
い
、
家
族
の
風
景
を
一
緒

に
作
っ
て
い
く
仕
事
で
し
た
。

そ
し
て
２
０
１
１
年
、
彫
刻
家

の
ス
タ
ジ
オ
に
転
職
し
、
作
業

中
に
オ
ー
ダ
ー
カ
ー
テ
ン
の
ア

イ
デ
ア
が
降
り
て
き
ま
す
。
さ

て
独
立
と
考
え
た
と
き
、
ど
こ

か
産
地
と
結
び
つ
い
た
も
の
づ

く
り
が
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
手
探
り
で
産
地
に
問

い
合
わ
せ
の
連
絡
を
送
っ
て
も

返
事
は
な
し
の
つ
ぶ
て
。
ど
う

し
よ
う
か
な
と
、
世
界
を
旅
し

な
が
ら
活
動
拠
点
を
探
し
て
い

た
時
に
出
会
っ
た
の
が
与
謝
野

町
で
す
。
そ
れ
ま
で
既
成
の
布

を
購
入
し
て
、
立
定
的
に
縫
っ

た
り
刺
繍
し
た
り
と
い
う
方
法

で
制
作
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
町
な
ら
機
屋
さ
ん
の
生
地
を

直
接
手
に
し
て
、
町
内
で
染
め
、

縫
製
ま
で
完
結
し
ま
す
。
驚
き

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
し
た
。
そ

し
て
、
地
域
活
動
を
通
し
て
織

物
技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
学
ぶ

機
会
を
得
ま
し
た
。
自
分
自
身

が
「
織
れ
る
」。
生
地
の
組
織

か
ら
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
な
ん
て
、

２
年
前
の
私
か
ら
し
た
ら
夢
の

ま
た
夢
の
よ
う
で
す
。
カ
ー
テ

ン
か
ら
始
ま
っ
た
ア
イ
デ
ア
は
、

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
室
内
を
設
え
る
布

へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

歩
ん
で
き
た
道
が
与
謝
野
に

つ
な
が
り
、
こ
の
町
か
ら
世
界

へ
と
伸
び
て
行
く
。
休
む
と
き

に
は
美
味
し
い
野
菜
を
た
っ
ぷ

り
食
べ
て
、
美
し
い
山
と
海
を

眺
め
よ
う
。
た
く
さ
ん
の
大
好

き
な
人
が
い
る
町
で
、
こ
の
一

年
も
が
ん
ば
り
ま
す
！

レピアで綿を織っています

３月の可燃ごみ・雑誌（雑がみ）排出量の報告
シリーズ 21　ごみについて考える 問　住民環境課 ☎ 43-9030

ご
み
量
の
比
較　

平
成
29
年
３
月
の
可
燃
ご

み
・
雑
誌
（
雑
が
み
）
の
排
出

量
を
、
減
量
の
比
較
対
象
で
あ

る
平
成
26
年
度
と
比
べ
て
報
告

し
ま
す
。

可
燃
ご
み
は
、
約
５
％
減
量

と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら

の
通
算
で
は
約
６・
４
％
減
量

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
数
値
が

今
年
度
の
最
終
的
な
減
量
率
と

な
り
ま
し
た
。

一
方
の
雑
誌
（
雑
が
み
）
は
、

こ
れ
ま
で
は
増
加
が
あ
っ
て
も

大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
３
月
は
約
１・
５

倍
と
、
大
き
く
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
状
態
が
今
後
も
続
く

と
、
雑
が
み
の
分
別
の
効
果
が

表
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
ま
す
。

目
標
と
し
て
い
た
40
％
減
量

に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

６
％
を
超
え
る
減
量
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
ご
み

有
料
化
の
検
討
に
入
り
ま
す
。

 

※
達
成
率･･･

6.4
％
／
40
％
＝

16
％

雑誌（雑がみ）排出量（単位：千kg）
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26 年度 28 年度 26 年度 28 年度目標値

可燃ごみ排出量（単位：千kg）

4 月 5月 6月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月4月 5月 6月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

問 　総務課	☎ 43-9010３ 月入札結果

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

3/1 土井根井堰改修工事 三河内 5者 砂後建設㈱ 121,460 109,314 109,314 90.0 H29/	3/29~H30/	3/26

3/1 多田谷水路改良工事 石川 5者 石本建設㈱ 24,190 21,259 21,260 87.8 H29/	3/10~H29/	7/31

3/1 与謝野町中山間地域所得向上計画策定業務委託 町内全域 5者 内外エンジニアリング㈱
京丹後営業所 4,439 - 3,820 86.0 H29/	3/10~H29/	8/31

3/1 与謝野町有機物供給施設増強整備工事 加悦奥 1者 清本鉄工㈱ 184,915 166,423 175,000 94.6 H29/	3/29~H30/	3/15
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お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

防
災
安
全
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
１

京
都
府
警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル 

の
開
催

日
時　
６
月
11
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

場
所　
宮
津
会
館
ホ
ー
ル

費
用　
無
料	

※	

１
人
に
つ
き
整
理
券
１
枚
が
必
要

そ
の
他　
入
場
整
理
券
は
、
京
都
府
警
察
広
報

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
宮
津
・
亀
岡
・
南
丹
・
綾

部
・
福
知
山
・
舞
鶴
お
よ
び
京
丹
後
の
各
警
察

署
、
交
番
・
駐
在
所
で
配
布
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
５

ど
こ
で
も
町
長
室
の
開
催

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形
式
で
町
政
全
般
に

つ
い
て
、
き
た
ん
の
な
い
意
見
を
伺
い
ま
す
。	

※	

要
望
や
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

日
時　
5
月
31
日
（
水
）
正
午
～
１
時
半

場
所　
元
気
館

対
象　
町
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
方
で
構
成
さ

れ
た
団
体
・
個
人
（
先
着
順
）

問
・
申　
５
月
29
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

に
企
画
財
政
課
へ

保
健
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
２

「
お
口
と
栄
養
の
教
室
」
を
実
施
し
ま
す

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
楽
し
く
食
事
が
で
き

る
よ
う
に
、
ま
た
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、
お

口
の
事
、
栄
養
の
事
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　
６
月
27
日
（
火
）・
７
月
11
日
（
火
）・

８
月
１
日
（
火
）・
８
月
８
日
（
火
）・
９
月
12

日
（
火
）・
９
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時
～
12

時
（
調
理
実
習
時
は
12
時
半
終
了
）
計
６
回

場
所　
元
気
館　

対
象
者　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定
員　
12
名
程
度　
※	

申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
送
迎
あ
り
（
５
名
程
度
）

内
容　
歯
科
衛
生
士
・
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相

談
や
集
団
指
導
（
講
話
や
調
理
実
習
）　　
　

申　
５
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
保
健
課
へ
。

そ
の
他　
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
後
日
詳
細

に
つ
い
て
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
夜
間
検
査
の
ご
案
内

日
時　
６
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
７

時
（
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
６
時
半
）

※	

通
常
は
毎
週
水
曜
日
の
午
前

場
所　
京
都
府
丹
後
保
健
所

検
査
内
容　

	

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
即
日
検
査	

※	
希
望
者
に
は
肝
炎
（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
）
検
査
、

ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
の
実
施
も
可
能
で
す
。

結
果
返
し
　

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
１
時
間
後
に
結
果
を
お
返
し
し
ま
す
。

・
肝
炎
検
査
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
は
、
２
週
間

後
に
結
果
を
お
返
し
し
ま
す
。（
電
話
等
で
は

な
く
、
来
所
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※	

検
査
は
匿
名
で
す
が
、
事
前
に
電
話
予
約
が

必
要
で
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

問
・
申　
京
都
府
丹
後
保
健
所
保
健
室　

☎
０
７
７
２・６
２・４
３
１
２

出
張
が
ん
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
す
る

窓
口
と
し
て
、
京
都
府
丹
後
保
健
所
に
て
出
張

相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
25
日
（
木
）、
６
月
22
日
（
木
）、

７
月
27
日
（
木
）
※	

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３

時
半
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

場
所　
京
都
府
丹
後
保
健
所

相
談
員　
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

申　
実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
京
都

府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０・０
７
８・３
９
４

※	

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
４
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
林
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
３

丹
後
農
業
の
担
い
手
育
成
講
座
開
催

こ
れ
か
ら
農
業
を
本
格
的
に
取
り
組
も
う
と

す
る
方
、
就
農
直
後
の
方
を
対
象
に
「
丹
後
農

業
の
担
い
手
育
成
講
座
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

期
間　
６
月
～
10
月　
午
後
１
時
半
～
４
時
（
計
６
回
）

内
容　
農
作
物
の
栽
培
、
鳥
獣
害
対
策
、
先
進

農
家
視
察
等

受
講
料　
無
料

申　
農
林
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
５
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
丹
後
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
「
担
い
手
講
座
」
担
当

に
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
「
丹
後
良
食
味
米
共
励
会
」
へ
の

出
品
申
し
込
み
に
つ
い
て

丹
後
米
改
良
協
会
で
は
丹
後
産
米
の
食
味
低

下
が
顕
在
化
す
る
中
、
管
内
各
地
域
の
特
性
に

適
し
た
米
生
産
技
術
の
普
及
定
着
に
よ
り
、
丹

後
産
米
の
品
質
向
上
を
図
る
た
め
丹
後
良
食
味

米
共
励
会
を
実
施
し
ま
す
。

出
品
資
格　
丹
後
地
域
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
良
食

味
栽
培
お
よ
び
安
心
・
安
全
な
米
作
り
に
取
り

組
む
Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
生
産
農
家

募
集
方
法　
５
月
中
旬
に
発
行
す
る
稲
作
管
理

特
報
第
２
号
に
よ
り
実
施

応
募
方
法　
第
一
締
切
日
で
あ
る
５
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
Ｊ
Ａ
京
都
野
田
川
支
店
生
産
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
出
品
は
１
戸
１
点
と

し
ま
す
。
米
作
り
に
自
信
が
あ
る
人
、
試
し
た

い
人
問
わ
ず
、
出
品
資
格
を
満
た
す
方
な
ら
だ

れ
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

観
光
交
流
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
６

第
32
回
大
江
山
一
斉
登
山
参
加
者
募
集

丹
後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園
・
大
江
山
の
、
初

夏
の
美
し
い
自
然
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
28
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～
午
後

４
時
ま
で　
※	

雨
天
の
場
合
は
中
止

問
・
申　
５
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
観
光
交
流
課
へ

海
の
京
都
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

２
０
１
７
が
開
催
さ
れ
ま
す

丹
後
・
中
丹
地
域
一
円
を
コ
ー
ス
と
す
る
自

転
車
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
コ
ー
ス
付

近
の
皆
様
に
は
早
朝
よ
り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
な
ら
び
に
温
か
い

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　
６
月
４
日
（
日
）

会
場　
宮
津
市
営
天
橋
立
駐
車
場
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

社
会
教
育
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
６

「
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者｣

の
募
集

日
時　
６
月
４
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～
午
後

４
時
（
予
定
）　
※	

雨
天
中
止

集
合
時
間　
午
前
８
時
半

集
合
場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
駐
車
場
（
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
現
地
ま
で
行
き
ま
す
）

コ
ー
ス　
質
美
笑
楽
講　
周
辺
コ
ー
ス（
京
丹
波
町
）

対
象
者　
町
内
在
住
・
在
勤
者
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）。
先

着
40
名

参
加
料		

無
料

持
参
品
等　
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
歩
き
や
す

く
慣
れ
た
靴
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

申　
５
月
15
日
（
月
）
～
５
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
社
会
教
育
課
へ

商
工
振
興
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
２

計
量
教
室
（
試
買
検
査
）
参
加
者
の
募
集

宮
津
市
・
与
謝
野
町
・
伊
根
町
内
の
店
舗
で

グ
ラ
ム
が
表
記
さ
れ
た
商
品
を
購
入
し
、
そ
の

商
品
の
表
示
量
と
内
容
量
を
比
較
し
、
正
確
に

計
量
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
検
査
後

の
食
品
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　
６
月
27
日
（
火
）　
午
後
１
時
～
３
時
半

場
所　
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局	

宮
津
総
合
庁
舎

対
象　
宮
津
市
・
与
謝
野
町
・
伊
根
町
内
在
住
の
方

参
加
費　
無
料

（
食
品
購
入
費
は
府
が
３
０
０
０
円
ま
で
負
担
）

定
員　
10
名
（
先
着
順
）
※	

定
員
に
達
し
次
第

募
集
締
め
切
り

申
し
込
み
方
法　
京
都
府
計
量
検
定
所
ま
で
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
「
計
量
教
室
の
参
加
申

し
込
み
」
と
し
て
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
15
日
（
月
）
午
前
９
時
～
５

月
31
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で

問
・
申　
京
都
府
計
量
検
定
所　

☎
０
７
５・４
４
１・８
３
３
５

メ
ー
ルkeiryou-shido@

pref.kyoto.lg.jp

知
遊
館
　
℡
４
６
・
２
４
５
１

「
岩
滝
墨
絵
同
好
会
作
品
展
」
の
お
知
ら
せ

日
時　
５
月
28
日
（
日
）
～
６
月
25
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　
※	

月
曜
日
休
館
・
入

場
無
料

会
場　
知
遊
館
展
示
室

内
容岩

滝
墨
絵
同
好
会
の
13
回
目
の
作
品
展
で
す
。

墨
一
色
の
濃
淡
で
描
き
だ
す
味
わ
い
深
い
墨
絵

の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問　
知
遊
館

　　与謝野町立国保診療所	診療および外来リハビリテーション予定表　保健課　問  ☎ 43-9022

５月診療予定表 月 火 水 木 金

第１週
午前 整形外科

休診 休診 休診 休診
午後 休診

第２週
午前 休診

総合診療 総合診療
総合診療 休診

午後 外科 休診 内科・神経内科

第３週
午前 整形外科 休診

総合診療
総合診療 休診

午後 休診 総合診療 休診 内科・神経内科

第４週
午前 休診 休診

総合診療
総合診療 休診

午後 外科 総合診療 休診 内科・神経内科

第５週
午前 休診 休診

総合診療
　 　

午後 外科 総合診療 　 　

〈診療について〉

■	総合診療は上田善規医師による
診療、その他の診療科目は北
部医療センターからの派遣医
師による診療になります。

■	外来リハビリテーションは左記
予定表の診療時間に行います。

■	都合により予告なく診療科目を
変更する場合があります。

■	土・日曜日、祝祭日は休診にな
ります。

2020 年東京五輪に関する入札情報サイト
「ビジネスチャンス・ナビ 2020」活用セミナーの開催

与謝野町では、京都北都信用金庫と締結した与謝野ブランド戦略パートナーシップ協定に基づく、第１弾事業として	「ビジネスチャ
ンス・ナビ2020活用セミナー」を実施します。ビジネスチャンス・ナビ2020は、2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技
大会等を契機とする官民の入札・調達情報を一元的に集約した情報ポータルサイトであり、概要や活用メリットなどについて紹介します。

■ 日時	 6 月 9 日（金）　14：00 ～ 16：00（受付 13：30 ～）
■ 場所	 与謝野町勤労者総合福祉センター ( 野田川わーくぱる )	2 階	第 2会議室
■ 対象	 中小企業・小規模事業者の方
■ 定員	 40 人
　				申	 	申込書は各庁舎および京都北都信用金庫町内各支店にあるほか、京都北都信用金庫ホームページからダウンロードで

きます。お申し込みは、申込書を京都北都信用金庫地域創生事業部へ FAX（0772-22-0674）で送信していただくか、
京都北都信用金庫町内各支店へご提出ください。

ＣＡＴＶセンターアナウンサー募集

■ 採 用 人 数　１名

■ 採 用 日　６月１日

■ 勤 務 日　原則、毎週月曜日から金曜日

（休日出勤あり）

■ 選 考 方 法　面接により採用者を決定

■ 雇用条件等　求人票をご確認ください

※詳細は、ハローワーク宮津までお問い合わせください。

　問・申　☎ 0772-22-8609			

滞納税相談窓口

※	納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構	丹後地方事務所
京丹後市役所	大宮庁舎	3 階
問　☎ 0772-68-1041

今月の納期

5 /31（水）まで

固定資産税　第１期
軽自動車税　全　期
※	納期までに納付をお願いします
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この４月よ
り商工振興課
に配属になり
ました、阿部
です。
町民の皆様
をはじめとし
て、町にかかわる全ての方々のため
に一生懸命頑張ります。与謝野町の
魅力を世界に向けて発信し、町の発
展に貢献していきたいです。

商工振興課阿
あ べ

部 大
だ い じ ろ う

二朗
観光交流課
の交流促進係
に配属になり
ました、谷原
です。
まだまだ力
不足ですが、
与謝野町の将来のために、できるこ
とを一つひとつ積み重ねていきたい
と思っています。
よろしくお願いします。

観光交流課谷
たにはら

原　春
は る か

加

福祉課に配
属になりま
した、藤原と
申します。地
域の福祉に携
わるものとし
て、少しでも
早く町民の皆様のお役に立てるよ
う、常に笑顔で精一杯頑張らせて頂
きます。まだまだ未熟者ですが、今
後ともよろしくお願いします。

福祉課藤
ふじわら

原　誠
まこと

福祉課の地
域包括支援セ
ンターでお世
話になること
になりました
今田です。早
く仕事に慣
れ、地域の方々が安心して生活して
頂けるように、日々勉強しながら頑
張っていきたいと思います。
よろしくお願いします。

福祉課今
い ま だ

田　祐
ゆ り

里
社会教育課
に配属になり
ました、田中
と申します。
担当の業務
を一日でも早
く覚えて、皆
様の力になりたいと考えておりま
す。与謝野町の発展に貢献できるよ
う努めてまいりますので、よろしく
お願いします。

社会教育課田
た な か

中　結
ゆ い と

人

保健課に配
属になりまし
た、保健師の
髙尾です。ふ
るさとである
与謝野町が好
きで、京都か
ら戻ってまいりました。町民の方々
が元気に安心して暮らせるまちづく
りのために、日々学びながら頑張り
ます。よろしくお願いします。

保健課髙
た か お

尾 かおり
市場保育所
に配属になり
ました、梅田
です。
子どもたち
が「保育所に
行きたい」と毎
日期待が持てるような安全で楽しい
保育環境を作りたいです。また、保
護者の方が安心できるよう努めたい
と思います。よろしくお願いします。

市場保育所梅
う め だ

田 智
ち な み

奈美
桑飼保育園
に配属になり
ました、兵庫
県明石市出身
の瀧本です。
子どもたち
が「やりたい！」
と意欲が持てるような関わりや、生
活の中で子どもの発見や感動に共感
し、子どもの思いを受け止めていき
たいです。よろしくお願いします。

桑飼保育園瀧
たきもと

本　健
け ん た

太

石川保育所
に配属になり
ました。今年
度から地元で
ある与謝野町
に戻って仕事
することがで
きて嬉しいです。子どもたちに負け
ないくらいの元気と笑顔で日々の保
育を頑張りたいと思います。
よろしくお願いします。

石川保育所友
ともまつ

松　愛
あい

加悦保育園
に配属にな
りました。毎
日思い切り遊
んで、やる時
はしっかりや
る！そんな力
が子どもたちに付くよう保育してい
きます。自分の経験を活かし、生き
た英語を教える機会もあればと思っ
ています。よろしくお願いします！

加悦保育園大
おおしま

島　蓮
れ ん か

佳
山田保育所
に配属になり
ました、友次
です。
地域の皆様
と一緒に子ど
もたちの成長
を見させていただけることを嬉しく
思い、言っても、言われても、心が
元気になる「ありがとう」を大切に、
一生懸命頑張ります。

山田保育所友
ともつぎ

次 さゆり

平成 29 年度

新規採用職員を

紹介します！

与謝野町は新たに 11 人の職員を
採用しました。
そのフレッシュな顔ぶれを本人の
コメントとともに紹介します！


